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アジア・熱帯モンスーン地域における生態史モデルの構築
A Trans-Disciplinary Study on the Regional Eco-History in Tropical Monsoon Asia : 1945-2005
Newsletter
??????????
??????????? ?????
???????????????? ??
???????????????????????????????????
?URL:http://www.chikyu.ac.jp/ecohistory/index.htm
??
?????????????????? ??????? ? ?? ?? ?
連携と成果発信へ
　生態史プロジェクトの 2006 年度が始動しました。この
プロジェクトも残すところ 2 年を切りました。今年度が
実質的な調査最終年度となるでしょう。去る 2 月に行な
われた全体会議でも確認されたように、今年度は、プロ
ジェクトの着陸を見据えて各班間の連携調査、資料共有
や、図録・論文集の編集作業が活発に行なわれる予定で
す。これまでにないメンバー間の交流と研究成果への期
待が膨らみます。
新 ・地球研＠上賀茂
　地球研の上賀茂新庁舎がついに完成し、生態史プロジ
ェクトの事務局も 2 月に無事移転を済ませました。什器
や資料の配置はほぼ固まり、いまはもうすっかり落ち着
いています。
　あたりは住宅等の開発が進みつつありますが、山と畑
に囲まれ、春日の旧地球研とは別世界です。夜になると
鹿も現れるそうです。
　新庁舎は、叡山電車、もしくは京都市地下鉄とバスの
組み合わせで行き来できます。叡山電車の場合、京都精
華大前駅で下車、徒歩 10 分ほどです。京都市地下鉄の場
合は、終点・国際会館駅で下車、地球研シャトルバスに
乗り換えます。バス停は 1 番出口を出たところにありま
す。運行時間は朝夕が中心となりますので、お越しの際
は発車時間をお確かめください。もし乗り損ねた場合は、
道路を挟んで向かいのバス停から出る京都精華大のスク
ールバスを利用することができます。
　新庁舎には 5 つのセミナールームと 1 つの講演室、さ
らに宿泊施設「地球研ハウス」があり、プロジェクトの
会議やミニシンポジウムに使うことができます。ぜひ、
見学にお越しください。
今後の事務局
　今年度の始まりは暫定的な事務体制ということで、メ
ンバーの皆様にはご迷惑をおかけしております。礒田さ
んの後任として高橋さんが、大中さんの後任として北さ
んが、めでたく着任されました。間もなく新体制が整い
ますので、諸事務手続きの方法については追って皆様に
ご連絡差し上げます。もうしばらくお待ちください。
（総合地球環境学研究所　齋藤暖生）
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International Workshop on Indigenous Eco-knowledge and Development in Northern Laos
?????????
　2006 年 3 月 15 ～ 18 日、ラオス北部のウドムサイ県に
おいて、総合地球環境学研究所、ラオス国立農林業研究
所 (NAFRI) との共催、ウドムサイ県農林事務所やウドムサ
イ県ナモー郡、ナモー郡アイ村の協力を得て、国際ワー
クショップ “Indigenous Eco-knowledge and Development in Northern 
Laos”を開催した。このワークショップは、総合地球環
境学研究所の研究プロジェクト「アジア・熱帯モンスー
ン地域における地域生態史の総合的研究：1945-2005」（代
2表者：秋道智彌教授）および東南アジア研究所とラオス
国立農林業研究所との共同研究 “People, Environment and Land 
Use Systems in Mainland Southeast Asia”(PELLUSA) の一環として
行われたものである。私たちの研究活動を現地の政府職
員や住民に知ってもらい、これまでの研究成果を彼らと
共有するとともに、彼らからのフィードバックを踏まえ
て研究活動の新たな展望を拓くことを目的としたもので
ある。これまでプロジェクトを支援してきてくれたカウ
ンターパート（NAFRI）や現地政府職員、さらに調査村の
住民との話し合いをきっかけに実現に至った。
　ワークショップ第 1 日目は、ウドムサイ県農林事務所
の会議室で開催した。日本側 19 人、NAFRI とビエンチャ
ン市からの参加者 5 人、ウドムサイ県とポンサリ県から
の参加者 24 人の合計 48 人が参加した。参加者が主に現
地政府職員で英語だけでは十分にコミュニケーションで
きないので、ラオス語と英語のパワーポイントを用意し、
基本的にラオス語で発表し、英語へ逐語通訳した。県副
知事のカムペーン氏と東南アジア研究所の河野泰之氏に
よる開会の挨拶に続いて、生態系と遺伝資源保全、焼畑
農業と森林保全、農牧業とその普及活動に関する 3 つの
セッションで、プロジェクトメンバーや NAFRI のスタッ
フによる 12 の発表があり、熱心な討論が繰り広げられた。
最後に、県農林事務所副所長のフムパン氏と京都大学大
学院農学研究科の縄田栄治氏が閉会の挨拶を行った。当
日は、ラオスの新聞やラジオが取材にきてくれるなど、
盛大な会となった。
 　第 2 日目は、アイ村へ移動して開催した。アイ村は、
2003 年より私たちの研究プロジェクトの共同調査地とな
っている。参加者は、日本側19人、NAFRIからの参加者4人、
県・郡職員が 7 人、周辺の 18 ヶ村から 30 人、アイ村の
村人 90 人以上であり、合計 150 人以上が参加する盛大な
会となった。会の主役が村人であることから、日本人が、
ラオス語のパワーポイントを用いて、ラオス語で発表し
た。トピックは、アイ村でこれまで行ってきた研究活動
の紹介と、日本やマレーシアでの稲作についてであった。
途中、会場に入れなかった村人が会場近くの家屋に集ま
りすぎて、ベランダが倒壊するなどのハプニングもあっ
たが、テレビ局が取材にくるなど予想以上に大きな会と
なった。
　また、2 日間にわたり落合雪野氏（鹿児島大学総合
研究博物館）が”Decorating with plants - Job’s tears materials 
from the world”と 題した世界のジュズダマ資料の展示と
解説を行い、ワークショップを盛り上げた。
　第 3 日目はエクスカーションで、13 人がナムヨーン村
を訪れた。この村は、アイ村の近くのナムグン村から森
の中をなんども小川を越えながら、2 時間歩いたところ
にある。彼らは、この地域ではコンサート族と呼ばれて
おり、言語学的にはチベットビルマ語系の人たちである。
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生業や衛生関係のことについて聞き取りを行った後、彼
らの生業基盤である焼畑地を見学した。
　第 4 日目は、9 人が参加して、ピーマイノイ村を訪れた。
標高約 1200m に位置するアカ族の村である。4WD の車で
2 時間、山道を行ったところにある村で、今年から車で
の通行が可能になった。ここでも、生業などについて聞
き取りを行った後、焼畑地を見学した。隣接するナムヨ
ーン村と対照的に、焼畑地が不足してきており、他の村
から焼畑地を借用したり、焼畑 2 年目の畑でトウモロコ
シを栽培するなどの試行錯誤が印象的であった。
　今回のワークショップは、NAFRI のブントーン所長と
スタッフや県農林事務所のネーン所長と職員の方々の協
力なくしては成功しなかった。またアイ村の村人は、午
前 3 時から宴会の用意をするなど、献身的に協力してく
れた。これらの支援があったからこそ、ラオスではあま
り例をみない現地でのワークショップが実現した。1999
年から始まった東南アジア研究所と NAFRI との連携関係、
これまでにウドムサイ県で調査を実施してきた大学院
生と現地政府職員や村人との友好関係が生かされたと思
う。このワークショップが、私たちとラオス社会の信頼
関係をさらに強固にし、現地政府職員や村人と私たちの
共同作業である研究のさらなる発展に貢献することがで
きれば望外の喜びである。ワークショップのオーガナイ
ザーとして、村の役員の人たちや県との話し合いに立ち
会い、ワークショップ開催に至る村内や村と県との合意
形成の過程をつぶさに体験できたことも大きな収穫であ
った。
（京都大学東南アジア研究所　富田晋介）
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「ヌン・ソーン・サーム」
　ラオスに滞在している間、一番よく話したラオス語で
はないでしょうか。ルアンパバーンからウドムサイに向
かう車の中で急遽写真係に任命された私は、デジタルカ
メラを片手にワークショップの様子、エクスカーション、
村の人々の写真をたくさん撮りました。村の人々はカメ
ラを向けると喜んで応じてくれ、そして撮った画像を見
せてあげるとより一層嬉しそうに微笑んでくれました。
エクスカーション２日目に訪れたピーマイノイ村で、村
の女性が被っていた帽子の装飾が美しかったので写真を
撮らせてもらうと、「後ろから見た帽子も撮って」と催
促があったほどでした。彼女らが被っている帽子は既婚
者と未婚者とでは違うものだそうです。ピーマイノイ村
のアカ族のように伝統的であでやかな民族衣装を身にま
とった人々に実際に会うことができた事にとても感激し
ました。
　初めてラオスを訪れる、しかも観光では決して行くこ
とがないような調査村に滞在するにあたって出発前から
の最大の心配事はアイ村での水浴びでした。村に二泊す
ることになっていたので、水浴びをしない訳にはいかず
避けては通れなかったのです。外にある共同の水浴び場
でみんなと一緒に水浴びをするという状況に、もちろん
日本で遭遇することはありませんでした。そして、とう
とうその時がやってきたのです。意を決して水浴び場へ
向かいました。そして、おそるおそる水浴びをする私の
様子がおもしろかったのか、その場にいた村の女性２人
は何か言いながら楽しそうに笑っていました。彼女達が
何を言っていたのか分からないけれど私はなぜか日本語
で「水が冷たい！」と返答し、彼女達が微笑ましく見守
る中、無事に水浴びを終了したのです。こうした村の人々
の実際の生活を体験し、彼女らと同じ空間を共有すると
いうことは、違う文化を持つ者どおしが理解しあう上で
とても重要な事であり、彼女らとの距離が近くなったよ
うな気がしました。
　ラオスでのワークショップ、村の訪問、パーシーの儀
式、食事、全てのことが新鮮で興味深く、貴重な体験と
なりました。とりわけ、アイ村での滞在は非常に楽しく、
実り多い忘れがたいものとなりました。村の人々とふれ
合う中で言葉が分かればより楽しいだろうなと感じまし
た。
　今まで森林・農業班の事務を通して、文章でしか知る
ことが出来なかったラオスを訪れる機会を与えてくださ
った事に、心から感謝しております。
優しくて温かい人々がいるラオスをまたもう一度訪れた
い、そう思いました。
（京都大学東南アジア研究所　井出美知代）
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　調査地のウドムサイ県 La 郡 Houay Phee 村には数種類の
タケが見られる。マイソート（Mai sod）と呼ばれている
タケは Oxytenanthera parvifolia という種で、焼畑休閑林をは
じめ、林内のいたるところに繁茂しており、焼畑休閑植
生における優占種となっている｛写真１｝。村内に見ら
れるタケの多くは Mai sod で、他には Mai hia（Schizostachyum 
virgatum）、Mai bong（Bambusa tulda）、Mai hok および Mai sang
（いずれも種不明）、タケノコがいい値で売れる No khom 
（Indosasa sinica）がある。この村は、広田勲君が長期滞在
して植生調査を行っている。Mai sod について広田君が村
の人から聞いた話では、1980 年代後半に一斉開花し、花
を咲かせた後に枯れ、その後に実生が一面に発生して一
気にタケが増えたそうである。また 70 代の老人が、人生
でその一度しかタケが開花したのを見たことがないと語
っていたとのこと。この Mai sod の存在は Houay Phee 村の
焼畑休閑林の特徴のひとつであるため、私が年に一、二
度この村を訪れる際の調査項目はタケに関するものとな
っている。
　ラオスに初めて
行 っ た の は 2003
年。それから今ま
での間に、ウドム
サイの町は電気が
安定して供給され
るようになり、停
電の心配もなくな
った。携帯電話が
普及し、サービス
エリアがムアンラ
の 町 に も 広 が っ
た。変わりつつあ
ることもあれば、
変わらない日常も
ある。ラオスにお
いて変わらない日
常。それは私にと
って非日常だった
りする。だからこ
そ、感心したり、
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4驚いたり、戸惑ったり、いろいろなことがある。
　2005 年 2 月初め、タケのバイオマス量を推定する相対
成長式を求めるために、Houay Phee 村に長期間滞在して調
査を続けている広田君とともに、4 種のタケの全量刈り
取りを行った。Mai sod、Mai hia、Mai bong の測定を終え、最
後は No khom。No khom の生育場所は山の上辺りに限られ
るらしい。No khom 林へ向かう急斜面の上りはきつく、す
ぐに息が上がってしまい、休み休み登った。ちょうどこ
の時期は No khom のタケノコが採れる頃。タケノコ掘り
や森林産物採取のために村の女性たちがすたすたと草履
で登っていく。私の方をちらりと見て、何をばてている
のか、と鼻で笑っていく人も。彼女らの脚力に感服しつ
つ、No khom 林にたどりつく。No khom 林は涼しげで心地
よい庭園のような雰囲気のある場所だった。商品価値が
高いため、No khom 林は伐採・焼畑が禁止されているらし
い。手ぐわを使ってカッカッカッと勢いよくタケノコ掘
りをしている若い女性がいた。彼女の背には何かある。
よく見ると小さな男の子をおぶっていた。母の動きに合
わせて男児の手足がぶらんぶらんと揺れている様子か
ら、熟睡ぶりがうかがえた。母の背でくた～っと眠って
いた男の子の姿は、ラオスの育児、そして母子の関係を
よく表しているようにも思えた。｛写真２｝
　2003 年 12 月。ラオス人アシスタント V 君の指示（？）
により、ウドムサイを引きあげる前日に打ち上げの宴会
が催された｛写真３｝。およそ三十人もの列席がある大
宴会になろうとは広田君も予想ができず、また広田君で
すら知らない人が何人もいたと後で聞いた。どんどん追
加されるビール、普段は村やムアンラの町や調査村の食
卓にはのぼりそうにない食材が多く用いられた大皿いっ
ぱいの料理の数々に、たちまちにして費用のことで不安
がいっぱいになった。昼に始まり、いつお開きになった
のか、試料の処理もあって夕方に退散した私には知る由
もなかった。とにかく、この教訓は高くついた。
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　2004 年 12 月。ウ
ドムサイからルア
ンパバンへ車で移
動中に、モンの村
で売られていた小
鳥の“束”をラオ
ス人アシスタント
が買っていた。紐
に吊るされ、変わ
り果てた姿の 10 羽
ほどの小鳥｛写真
４｝。 広 田 君 に よ
れば、ラオスの人
たちにとって小鳥
はいいおやつなの
だそうだ。広田君
もうまいと絶賛す
るほどの味らしい。
帰国後、鳥類を研
究している知人に
写真を見せた。そ
れはノゴマという、日本では夏鳥として北海道で繁殖
し、本州以南では渡りの時期に各地で見られる鳥だった。
2003 年秋に京都市北区の山林（地球研のすぐ近く）で、
知人がノゴマを確認したという話を聞いていたので、見
たことはなかったけれど身近に感じていた鳥でもあっ
た。初めて見るノゴマが、このような姿のものになろう
とは・・・。
　ラオスでプロジェクトメンバーの方々が経験されてい
るであろうことと比べると、自分自身の経験なんてたい
したことがなさそうに思えてくる。が、小さなことであ
っても、私自身にとってはラオスでの大きな経験である
ことに変わりはない。次はどんなことに出会えるだろう
か？と思いをめぐらしつつ、採取してきた試料の処理を
するとしよう。
（京都大学フィールド科学教育研究センター　中西麻美）
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　この成人保健ユニット（日本人研究者は男のみ４人）
は立ち上がりが遅かったこともあり、これまで２回しか
ラハナムで本調査をやっていない。最初は 2004 年９月で、
その時にこのユニットは「チーム・アンタラーイ（危な
い）」と同行した NIOPH のスタッフから名付けられた。調
査を早めに終え、男なのに毎日マーケットに行って買い
出しをし、料理を作っては NIOPH のスタッフと一緒に酒
を飲んでいたためだが、彼らはそれまでの日本人男女大
学教官に比べて人間味があって面白い、と逆説的に言っ
??????????????
5てくれた（と信じている）。それが証拠に、2005 年の同
行者が他の班との調整もあり新しい人達に変わったが、
これが結果的に「チーム・アンタラーイ」ファンを増や
すことになったからである。
　自慢話（？）が長くなったが、そもそも、ラハナムと
いう調査地を各ユニット・班の方法論をもって、ラオス・
東南アジア、あるいは途上国の農村全体の中で位置づけ
ることができたら、そこでの調査はほぼ終了に近いと考
えて良いのだろう。我々のユニットでは成人の栄養・健
康を評価しようとしているが、（我々年輩研究者に）許
された滞在時間は短すぎるようである。とは言え、残さ
れた２年間でユニットとして決着をつけなければいけな
いので、今回は２回のラハナム調査の概略と今後のアタ
プー調査に至った経緯を書く。
　雨期がなかなか終わらない 2005 年９月に、ソンコーン
とラハナム間のぬかった道を毎日車で通いながら、第２
回ラハナム調査を２週間行った。男女の参加率がそれぞ
れ 20％と 30％にしかならなかったことは気がかりだった
が、彼らの農繁期にぶつかったこともあり、多人数を計
画した短期間で扱う難しさを痛感していた。ともあれ、
ラハナム地域で、世帯の中核となっている成人男女の今
の健康状態や栄養状態、さらには彼らが思う自らの生活
の QOL について調査を行ない、栄養状態の改善の間接的
証拠や、（水系・腸管）感染症と慢性病（肥満・高血圧・
糖尿病など）が同時に起こっていることなどが明らかに
なった。ただしラハナム地域は、他のユニットの経済調
査から明らかにされているように、近年経済的に裕福に
なってきた地域なため、これを位置づけるためにも「貧
しいラオス農村的」な地域・民族を選んで調査し、デー
タを比較することが必要だと考えられた。そのような
民族として候補に挙がったのがアタプーに居住するオイ
（Oy）族であった。
　2005 年 12 月にサバナケットからさらに南のアタプー
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に出かけたそもそものきっかけは、そこに地下水砒素汚
染があると中村哲先生（国立医療センター研究所）から
教えられたためであるが、実際に佐賀大の教官と院生で
行ってみると、地下水は政府の機関によって頻繁に測定・
管理されていたため、住民は砒素に汚染された地下水を
飲んでいなかった。そのため、我々の関心はもっぱら
次の調査対象に向けられた。丸４日間、借り上げた車を
走り回して最後に感性にピリリと触れたのがオイ族だっ
た。彼らの詳細はまだ不明だが、元々は山麓に居住して
いて（元村）、それが近年の政策で山麓からさほど遠く
ない平地に出て集落（本村）を作ることになったが、あ
っという間に人口が増えたためすぐ近くに村を作ること
になった（分村）と言うことである。いずれの村も国道
から離れているため電気はなく（小学校があり、ラオ語
での教育が行われている）、生業は米作りを中心とした
農業と山を活用したものだけで、ざっと見した体格や栄
養状態は余り良く無さそうだった。
????????????????
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6　このオイ族（統計によると 15,000 人はいるという）と
同行した NIOPH スタッフの親戚が親しくしていることも
追い風となった。これからは、まずはユニットの同業者
を説得し、次は学生をたぶらかせてレジストレーション
などをやり、今年の夏にいつものNIOPHスタッフを含む「チ
ーム・アンタラーイ」を引き連れ、真面目な調査をして
このユニットの調査を完遂したいと願っている。
（佐賀大学農学部人類生態学　稲岡司）
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　人類生態班が調査を実施しているラハナム地区は、サ
ヴァンナケート県の南西部に位置する低地農村部であ
る。この地区は、東側にはメコン川の支流であるバンヒ
ィアン川、南側には叢林、北西部には水田が広がる。300
年ほど昔に県東部から移住してきたプー・タイ族が村の
基礎を築き、そこにラオ・イサーンが移住してくること
で現在の集落が成立した。
　当地域の食生活は、生業活動に根差したラオス低地農
村部に“伝統的”に見られるものである。灌漑を利用し
た米の二期作や畑作といった農業、早朝や夕方にバンヒ
ィアン川や池で行われる漁撈、叢林における野生動物の
狩猟、タケノコやキノコなどの採集活動。もち米を蒸し、
川魚やニワトリなどの家畜、タケノコなどの野菜を、パ
ーデークとトウガラシで味付けして食べるのである。こ
うした食生活は「昔と大して変わらない」と村の人々は
口をそろえて言う。
　しかしながら、こうした“伝統的”な生活のなかにも
変化は起こってきた。現在、当地域ではカエルが頻繁に
食されているのだが、その背景には魚介類をめぐる状況
の変化がある。メコン川とその支流で取れる魚の数が減
少してきていると指摘されているが、ラハナムの主な漁
場であるバンヒィアン川も例外ではない。20 年ほど前な
らば、一度の漁で家族全員の食事をまかなえるだけの魚
を取ることができた。しかしながら、住人の増加、森林
の減少、商業目的の漁撈の活性化などの社会、環境、経
済という諸次元の変化の結果、日常的な漁獲量が減少し、
それぞれの世帯の食事をまかなうためには魚の代わりが
必要となった。その代役となったのがカエルである。カ
エルは以前から食されており、今も十分に獲ることがで
きる。現在でも魚は当地域の主食の一つではあり続けて
いるが、生活環境の変化に伴いその消費量が減り、カエ
ルが日常の食卓を頻繁に飾るようになったのである。一
見すると、昔ながらの“伝統的”な食生活を送っている
ように見えるが、その枠の中でも変化は生じ続けてきた
のである。
　近年になり、ラハナムは顕著な形での変化が現われて
いる。その際たるものが、現金収入を得るための選択肢
の拡大である。1990 年代の後半に整備された灌漑を利用
した米の二期作によって余剰米の販売が可能になった。
テキスタイル企業が機織の下請けをだすことによって多
くの女性が賃金労働に従事している。こうした社会 - 経
済的な変化は、直接的／間接的に食生活に影響を及ぼし
ていく。今後、「伝統」という枠の中に見られていた変
化のみならず、「伝統」という枠組み自体を変えていく
変化が生じていくかもしれない。
（千葉大学大学院社会文化科学研究科　いわさみつひろ）
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　フィールドでの生体計測には様々な制約がつきまと
う。計測器具を現地まで運ぶのも簡単ではない。片手で
持ち運べる程度の大きさや重さのものが機動性が高くて
良い。飛行機の乗り継ぎ、振動の激しい自動車での移動、
人力で運ぶしかない現地での運搬、電源は持って行った
電池だけという状況、このような条件の中でフィールド
ワークを続けているうちに計測器具を絞り込んできた。
身長を測定するマルチン式生体計測計、ホルテイン式皮
脂厚計、周経の測定には裁縫用のプラスチックメジャー
を適当な長さに切ったもの、これらを１つの手提げケー
スに入れて持ち運ぶ。いたってシンプル。体重測定に使
うヘルスメータは、日本から持って行くこともあるが、
できれば調査国の町のデパートなどで購入し、調査が終
了すれば学校などに寄付するので、帰路ではさらに荷物
が減って身軽になれる。
　これまでの主なフィールドは、パプアニューギニア、
マレーシア、トンガなどである。山あり、海あり、谷あ
り、平野あり、湿地ありと、人類生態学はできるだけ多
様な環境に生きる人々が相手なので、どこにでも行って
計測することになる。成人だけでなく、６歳から 18 歳の
子どもの計測を行うのが独自の研究分野である。そして、
皮脂厚を測定するということで、世界でも極めて稀有な
研究者ということになろう。
　成人を対象にするのと較べて、子どもの成長データを
得る時に苦労するのは、成長分析に充分な数の対象者を
集めることと正確な生年月日を知ることである。そのた
めに、学校で測定を行うことが多い。学校の先生たちは
研究に理解があり協力的で、しかも生徒たちは先生の指
示に従うというのも、良い点である。ただし年齢につい
ては、残念ながら、学校で得られる情報は使えないこと
が多い。成長研究には、正確な生年月日、少なくとも生
年月の情報が必要であり、調査地を決める重要な条件と
なる。
????????????????????????
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　さて、今回のラオスのフィールドワークは、秋道プロ
ジェクトの人類生態班として、サバナケット州ソンコン
郡の村で、2005 年 8 ･ 9 月に子どもの生体計測を行った。
前年には成人を対象とした計測に加わったので、この地
域では２度目の調査ということになる。学校での計測を
計画したが、所属する大学の大学院入試の都合で調査日
程が決まり、これが現地の学校の休みと重なってしまっ
た。調査地に入ってからの調整となってしまったが、２
つのお寺を使わせていただき、無事に調査を進めること
ができた。写真は、お寺での測定の様子（皮脂厚計測）
をあらわしている。子どもたちは、大勢集まり、という
よりも、多すぎて計測が忙しくて大変という状況であっ
た。また、生年月日については、金田さんが中心となっ
て作成している住民リストが役に立った。計測の結果は、
身長、体重、BMI、皮脂厚の平均値はいずれも非常に低い
値を示し、対策が必要である。詳細は別途報告書を参照
されたい。
　今回の調査が順調に進んだのは、現地の子どもたちや
村の人々の協力のおかげであり、NIOPH のサポートもすば
らしく、調査メンバーのチームワークも良かった。お寺
での調査ではあったが、御仏のお許しもあったのであろ
う。感謝いたします。合掌。
（高崎経済大学　河辺俊雄）
?????????
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　2006 年 3 月 1 日にラオスでの共同研究機関である NAFRI 
(National Agriculture and Forestry Research Institute) において，ズ
ブズブ班では 2 度目となるワークショップをおこないま
した．参加者は主催者調べで合計 47 名，1 度目と同様
に NAFRI からはブントン所長をはじめ関係部署の職員の
方々，調査地であるビエンチャン特別市サイタニー郡の
郡役所の関係者やサイタニー郡の関係村の村長方が参加
しました．2005 年におこなわれた 1 度目との最も大きな
違いは，今回からラオス国立大学の先生と学生が参加し
たことです．
　ワークショップの発表内容は，今後のラオス国立大学
との連係調査ができるように各々の研究テーマを概括的
に示した内容が多くありましたが，ラオス国立大学の先
生方をはじめ学生や NAFRI 職員の方々から活発な質問や
意見が出て，強い興味を持ってもらえたという手応えを
感じました．数ある発表の中でも特に GPS や GIS を利用
した研究やその調査手法にとても興味を持ってもらえま
した．今後の共同調査に強い期待が持てそうです．しか
し，全体で半日しかない日程の為，一人の発表時間は非
常に短く質問等をすべて解消しきれず残念でした．次回
はこの点を考慮に入れて，参加者全員の質問や意見をす
べて解消できるようなワークショップができたらお互
いの一層の理解や交流をおこなうことができると思いま
す．
　私個人としては 2005 年ワークショップと同様にラオス
語で発表をおこないました．ラオス語は特別に学校等で
しっかりと習ったことはないので，時に失礼，時に不可
解な言葉を話しているとは思いますが，ラオスの人に，
より一層発表内容を理解してもらうために勇気を持って
下手なラオス語にて発表しました．前回は発表原稿を読
み上げるのが精一杯だったのですが，今回は背伸びをせ
ずに自分の言葉で発表ができました．使用したスライド
も全頁ラオス語を使用したためか，十分に理解いただけ
たと実感できました．発表後には質問や意見もたくさん
いただきました．しかし，その質問にラオス語でうま
く答えることができずに，日本に留学されていたラオス
国立大学のポンケーオ先生の手助けを借りてしまいまし
た．何度か自分で返答しようと試みましたがうまく伝わ
りませんでした．このような状況での身振り手振りの限
界を感じると共に，より一層のラオス語学習の必要性を
痛感しました．
　ワークショップ終了後には簡単なパーティーをおこ
ないました．残念ながらラオス大学の学生は授業がある
ために早々に引き上げてしまいましたが，ラオス大学の
先生や NAFRI の職員の方々と交流ができ，より一層親睦
を深めることができました．宴もたけなわになってくる
と今回の発表のいい所，悪い所など，言いにくそうな内
容の意見もラオス人の側からたくさん聞く事ができまし
た．彼らは私たちとワークッショップに対してずいぶん
違う感覚を抱いている事もわかりました．今後，ラオス
でのワークショップはどのような目的でおこなうかによ
りその様式が変化するとは思いますが，彼らの感じ方，
考え方を加味した形でおこなうことが重要です．それに
? ?????????? ??????????
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　ドンクワーイ村できのこ栽培が急速に広がってきた。
2002 年に村人 S ･ B 氏が知人を介してヒラタケ（Pleurotus 
sp.、現在 DNA 分析中。）栽培を導入したことをきっかけに、
2004 年には 4 ～ 5 世帯が、2005 年には 10 世帯以上もが
従事するに至っている。栽培ヒラタケは、ビエンチャン
市内の市場では年中出回っているが、ドンクワーイ村で
の栽培期間は、11 月から 5 月まで。つまり農閑期の現金
収入を得るための生産活動だ。ドンクワーイ村できのこ
栽培が急速に発展しつつある背景には、周辺地域におけ
る市場の発達がある。
　ラオスで栽培されているヒラタケは、この地に自生す
るものではないが、これまで収集した情報から、タイか
ら栽培技術とともに持ち込まれたものである可能性が高
い。ドンクワーイ村におけるヒラタケ栽培の創始者、村
人 S ･ B 氏に技術を教えた知人も、記述はタイ由来である
としていたという。ところが、ドンクワーイでみたヒラ
タケ栽培には注目すべき特徴がある。
　ヒラタケは通常、木材を分解して栄養を得る「木材腐
朽菌」として知られている。私は 2004 年に、ビエンチャ
ン近郊のサイタニー郡を回り、ヒラタケおよびヒラタケ
科の在来きのこを育てる農家や生産業者を見学したが、
培地はいずれもオガクズがベースとなっていた。一方
で、ヒラタケは木材以外の有機物を幅広く栄養源とでき
る性質も知られるが、ドンクワーイ村で行なわれている
ヒラタケ栽培とは、
まさに非木質培地
を用いた栽培方法
なのである。さら
に興味深いことに、
その培地とは、稲
藁である。ここの
ヒラタケは「木の
子」ではなく「稲
の子」なのだ。
　ドンクワーイ村
のヒラタケ栽培は、
コメの収穫が終わ
った 11 月、田んぼ
からの稲藁集めに
始まる。稲藁は誰
の田んぼのもので
もかまわない。あ
くまで、今のとこ
ろ、 の 話 だ が。 水
で湿らせた稲藁をビニール袋に詰め、蒸して滅菌する（写
真 1）。これを冷ますと、はや培地の出来上がりである。
次は、培地に種菌をぱらぱらと一振りする。ここで使わ
れる種菌は籾に植え付けられたものであり、ヒラタケの
「稲の子」ぶりは徹底している（写真 2）。あとは、手作
りの栽培小屋（写真 3）に並べて、時折水撒きをするだ
け。根気は要るが単純な作業だ。1 ヶ月もすると収穫が
始まり、ひとつの培地から、3 ヶ月ほどにわたって繰り
返し収穫することができる（写真 4）。収穫したヒラタケ
は、村の仲買人が 7,000kip/kg で毎日買い取りに来てくれ
る。こうしてみると、必要な資材も大部分は周囲から自
ら調達することができるし、村人にとってお手軽なサイ
?? ????????????????
ドビジネスとして映っていることだろう。
　それだけではない。ヒラタケの発生が終わった培地を
肥料として田んぼに投入すると、稲が「きれい」に育つ
という。この村のヒラタケ栽培は、原料の調達から廃棄
物の処理まで、稲作のサイクルの中に溶け込んでいる。
広大な水田が広がるドンクワーイ村にとって、なんとぴ
ったりな栽培方法だろうか。オガクズの供給源である製
材工場の多くが、サイタニー郡でも姿を消してしまった
ことを思えば、「稲の子」ヒラタケはなんとも頼もしい。
（総合地球環境学研究所　齋藤暖生）
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よってより一層の相互理解ができると思います．
（岐阜大学大学院連合農学研究科　足達慶尚）
